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 第 II 部を構成する第二の課題に対して、著者は一般青年団員の結合原理を事例研究から実証を行っ
ている。まず名栗村では、戦前戦後を通じて甲南智徳会（名栗村青年団）と若者組が不可分に併存する
二重構造が継続していたことを述べ、日常的な組織の結合原理が「素朴な結合要求」と親密圏への希求
にあったこと、また椚目青年会の活動記録をもとに 1960 年頃までの集落青年会の結合原理について、
娯楽性と「素朴な結合要求」にあったことを明らかにしている。浦浜青年会の事例においても、外部か
らの干渉を排除しながら自主・自治的な自由空間としての「たまり場」を求める青年層の「素朴な結合
原理」の実態を明らかにしている。 
（考察） 
 近代において若者集団は青年団として再編され、指導者らによって修養的、中正的な青年像が強調さ
れながら「美風」としての青年団イメージ、つまり「青年団＝若者組母胎」論が形成され、戦後におい
ても引き継がれたことを明らかにしている。しかし実態としては、日常における社交娯楽を志向した「素
朴な結合要求」こそが青年団の組織化原理であったと述べている。 
 
審査の結果の要旨 
 (批評) 
 本研究は、修養的で中正なイメージが付与された青年団が、「素朴な結合要求」に根ざした青年層の
社交娯楽欲から来る組織化原理を捨象しながら構築されてきたことを、青年団指導者の文献にみられる
言説分析と日常の青年層の実態に迫る実証的研究によって明らかにしたもので、従来の青年団研究に新
しい知見を加えた研究として高く評価される。青年団指導者層の言説のみが扱われている点や「素朴」
に内包される具体的な組織化原理が曖昧であるなどの課題も残るが、親密圏への希求に基づく社交や娯
楽の重要性が指摘されたことは、現代の若者研究にも示唆を与える今日的意義が認められる。 
平成３１年１月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（教育学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
